
２００６年３月３０日 
三井化学株式会社 

タイにおけるＰＰスパンボンド不織布設備の増設について 

 
当社（社長：藤吉建二）は、東・東南アジアにおける紙おむつ市場の急拡大に対応し、衛生材

料事業のリーダーとしての地位の強化を図るため、タイにおける PP スパンボンド不織布の製
造・販売を目的とするMitsui Hygiene Materials (Thailand) Co., Ltd.(以下MHM、社長：吉
冨文雄、三井化学１００%出資)の設備増設を決定致しました。 

  
＜設備増設の概要＞ 
１． 対象製品  衛生材用スパンボンド不織布 
２． 所在地   タイ国 ラヨン県 イースタンシーボード工業団地 
３． ＭＨＭの増設能力  １６，０００トン／年（１４，０００トン→３０，０００トンへ増設） 
４． 総投資額  約５０億円 
５． ｽｹｼﾞｭｰﾙ  ２００６年 ４月 着工 
        ２００７年１２月 完工 
         ２００８年 １月 商業運転開始 
 
当社は中期経営計画において、機能性ポリマーズ、情報・電子材料、ヘルスケア材料からな

る機能性材料分野の拡大・成長を目指しております。そのなかで、ヘルスケア材料のひとつであ

る衛生材料については、紙おむつメーカーのアジア展開に対応して、日本及び東・東南アジアに

高品質の衛生材料を供給できる体制を整備し、事業の拡大を図ってまいります。  
 
ＰＰスパンボンド不織布の需要は、日本でも大人用紙おむつ市場が拡大し、堅調に推移する

一方、東・東南アジアでは中国を中心に、２０１０年までに２０％を超える成長が見込まれていま

す。今回のプラント増設は、このような市場環境を踏まえて、東・東南アジア市場の紙おむつメー

カーの増産に対応するものです。 
 
当社は現在、１００％子会社であるサンレックス工業株式会社(三重県四日市市)に、国内最
大のＰＰスパンボンド不織布設備（５系列、３４千トン／年）を有し、衛生材料・産業資材向けに販

売しております。また、日本以外の東・東南ｱｼﾞｱ地域での紙おむつ市場立上りに合わせ、２００

３年にＭＨＭにおいて、ＰＰスパンボンド不織布の生産を開始し(生産能力１４千トン／年)、現在
フル稼動の状況が続いております。 
 当社は今回、MHM の生産能力を増設することで、ＰＰスパンボンド不織布のアジアトップメー
カーとしての地位をさらに強固なものにしてまいります。 

以 上 
本件に関するお問い合わせ先 

 三井化学株式会社 ＩＲ・広報室長 時枝 龍 ０３－６２５３－２１００ 



＜参考１：当社グループのＰＰスパンボンド不織布設備能力＞ 
 増設前 増設後 
サンレックス工業 
（三重県四日市市） 

３４，０００トン／年 
（５系列） 

３４，０００トン／年 
（５系列） 

ＭＨＭ 
（タイ国 ラヨン県  
イースタンシーボード工業団地） 

１４，０００トン／年 
（１系列） 

３０，０００トン／年 
（２系列） 

合計 ４８，０００トン／年 ６４，０００トン／年 
 
＜参考２：ＭＨＭの概要＞ 
①商  号 Mitsui Hygiene Materials (Thailand) Co., Ltd. 

②事業目的 ＰＰスパンボンド不織布を中心とする衛生材料の製造・販売 

（ＰＰスパンボンド不織布に加え、現在、紙おむつ向け通気性フィルムの製造

設備試運転中。本年６月に商業運転開始予定） 

③設  立 ２００１年８月１日 

（設備の営業運転開始は、２００３年３月） 

④資 本 金 ８６２百万タイバーツ 

⑤出資比率 三井化学１００％ 

⑥社   長 吉冨 文雄 

⑦従業員数 １０７名 

⑧売 上 高 １２５０百万タイバーツ（2005 年度） 

 
 
 

 
 


